
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

A165

SPRINTARS ／4DVAR 同化シ ス テ 厶を用い た黄砂 の 排出■推定

　　　　　　　　　　　弓本桂也（気象研），竹村俊彦（九大　応力研 ）

1．は じめ に 3 ．実験結果

　 数値モ デ ル の 発達お よび各種観測デー
タ の 拡充

は 、
エ ア ロ ゾル の挙動やその影響の 理解 を大き く促

進 させ て きた 。 しか し、 気候影 響な どその 定量的 な

評価に つ い て は 未だ大 きな不確実性 を含んで い る

（例 えぼ、IPCC 第四次評価報告書、　Bates　et　al．　2006 ）。

こ れ に 対 して 、デ
ー

タ同化を導入 し、観測デ
ー

タ と

数値モ デル を組み合わ せ た研究が 、近年広 く行われ

るように な っ て きた（Sandu　and 　Chai，2012で レ ヴ

ュ
ー

され て い る。参考 に され た い ）。本研究で は、全

球 エ ア ロ ゾル 同化シ ス テ ム SPRINTARS／4DVAR 同

化 シ ス テ ム を用 い て 、4 年間に及ぶ衛 星 データの 同

化 と黄砂排出量の推定を行 っ た 。

2 ．同化シ ス テム ・実験設定 の

　 図 1 に SPRINTARS14DVAR の 概要 を示 す。
SPRINTARS 　 （Takemura 　 et　 aL 　 2005）　は

CCSRINIESIFRCGC 開発の 大気団循環モ デル と結

合 した 全 球 エ ァ ロ ゾ ル 気 候 モ デ ル で あ る 。

SPRINTARS の オ フ ラ イ ン 接線形モ デル 、アジ ョ イ

ン トモ デ ル お よび降下法 （準 ニ ュ
ー

トン 法）を組込 み

SPRINTARS ／4DVAR を構築 した。オ フ ライ ン 接線

形 モ デ ル 、 ア ジ ョ イ ン トモ デ ル の 駆動に必要な気象

場などデー
タは 、標準の SPRINATARS を用 い て 予

め計算 して お く。

　同化デ
ー

タに は 、TERRA お よび AQUA 衛星 に搭

載 の MODIS に よっ て 観測 された coarse モ ー ド

AOT を用 い た 。海塩粒子 の 影響 を除去 の た め に 、

SPRINTARS で 計算され た海塩 由来の AOT を予め

か らデー
タか ら減算 して ある 。 西太平洋上 の デ

ー
タ

を用い て 、2005 年か ら 2008 年 まで の 4 年間に お よ

ぶ （黄砂が卓越す る春季の み ）データ同化 と黄砂排

出量の 逆推定を行 っ た 。 こ こ で は、2007 年 4 月 に

発生 した黄砂イベ ン トに焦点を当て て 紹介する。
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　 2007 年 3 月 28−39 日に か けて 、中国 ・モ ン ゴ ル 内

陸部で発生 した黄砂は、東に輸送さ れ、4 月 1−3 日に

か け て 日本を覆 っ た 。 Figure　 2 に 同化 に 用 い た

MODIS デ
ー

タ との 比較を示す （横線領域 は欠損）。本

黄砂イ ベ ン トで は、全体的 に モ デル は 過小評価 で 合 っ

たが、同化 に よっ て、AOT が 1 を超 え る濃 い 黄砂 を再

現 で きるように な っ て い る。NIES 　Lidarデー
タ との 検

証で も同様の結果が得られ 、不足 で あ っ た黄砂の排出

量 がデ
ー

タ同化 に よっ て 補 われ て い る こ とが わ か る

（Figure　 3）。　 Figure　 4 に 同化に よ っ て 逆推定さ れ た

黄砂 の 発生量 の 分布 と、同化前 後 の 比較 を 示 す．
MODIS の デ

ー
タを同化す る こ とに よっ て、中国 との 国

境か ら モ ン ゴ ル の 中央部に か け て 、黄砂の 発生量 が増

加 して い る （東部 で は若干 の 減少が見 られ る）。 対象 と

した 黄砂 イベ ン トは、こ の 地域 を主 な発 生 源 と して い

た こ とが 示唆 され る。発表で は、よ り長期間 の 結果に

つ い て 報告す る 予定で ある 。

　
　

Figu
’
re 　2．　Comparison　With 　MODIS 　AOT 　on 　1　April 　2007 ．
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Figure　4．　A　po8t輙 ori　dust　emission 　and 　it81ncrement ．
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